
　神戸市の掲げる「インダストリー 4.0 神戸プロジェク
ト」では、サプライチェーンを最適化した「つながる工場」
の実現を目指し工場設備の IoT 化を推進、地場製造業の
競争力強化を支援しています。この取り組みに IoT を活
用した製品の開発実績を持つ旭光電機へ神戸市から協力
要請がありました。

　現在、IoT への注目が高まり試験的な導入を希望する
企業は増えていますが、既存の IoT 製品はコストや技術
的な問題で導入までのハードルが高いことが問題でした。
今回「つながる工場」のモデルに選定された部品製造企
業も事情は同じでした。
　低価格で手軽に始められる IoT ソリューションを探し
ていた旭光電機は、ソフトバンクが 2016 年 5 月に発
表した「ISC」がニーズにマッチするのではと考え、す
ぐに導入検討を始めました。「ISC」で収集したデータは
無線（Bluetooth）または有線（RS232C、LAN）で
IoT ゲートウェイに送信する仕様のため、工場内に新た
に有線ネットワークを敷設する必要はありません。月々
のコストも他社製品に比べ抑えられていながら、ルータ
から管理システムまでをソフトバンクのクラウド上で展
開し閉域ネットワークを経由させることでセキュリティ
も担保しています。
　「ISC」と市販センサーを組み合わせた IoT ソリュー
ションを、航空機産業の「つながる工場」の実証事業に
参加する２社が試験的に導入しています。

旭光電機株式会社 様

ソフトバンクの「ISC」を活用し製造現
場へ IoT を導入、サプライチェーン改革
で「つながる工場」の実現を目指す

旭光電機は、IoT を使った工場間連携ソリューションに「IoT スターターキット on CONNEXIVE」（以
下、「ISC」）を選定し、工作機械の稼働状況の確認や、故障を予知するための基礎データ取得に活用
しています。同社は今後、自社開発したセンサーと「ISC」を組み合わせたソリューションの普及を
進め、将来はIoTにより複数企業の連携をシームレスにするサプライチェーン改革を目指しています。
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IoT を製造ラインに導入したい企業にとっ
て、既存の IoT 製品はコストが高く課題と
なっていました。

既存の IoT 製品はデータを可視化する管理
ツールを独自開発する必要がありました。

低価格を実現したソフトバンクの「ISC」
によって手軽に IoT の検証を始められまし
た。

「ISC」のクラウドシステムはデータ可視
化用のテンプレートを提供しているので開
発コストを低減できました

課題と導入の効果



※パンフレット記載内容は、2017 年 2 月現在のものです。

今後 IoT が普及していく中で、センサーから通信ネット
ワーク、クラウドサービスまでをその都度開発するのは
現実的ではありません。もの作り企業である当社はセン
サー部分に注力し、インフラやクラウドといった分野は
実績のあるソフトバンクと協業することで IoT 普及に寄
与できると考えています。IoT において通信の信頼性が
重要なのはもちろんのことですが、ランニングコストを
低く抑えることも導入には欠かせません。従来の IoT は
5 年間のランニングコストが平均 20 万円、償却できる
のは数百万～数千万円の工作機器に限られ、安価な工作
機器では導入できない状況でした。ソフトバンクの発表
した「ISC」はスモールスタートができるので、IoT を
始めたいと考えている中小企業にマッチすると思います。
また、IoT を標的にしたマルウェアが問題となっている
現在、閉域ネットワークの採用は絶対条件なので、セキュ
リティ面でも「ISC」は安心できるサービスです。

旭光電機株式会社
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「ISC」の魅力は、センサーが取得したデータを手軽に可
視化できるソフトウェアがクラウドサービスとして提供
されていることです。一般的な IoT 製品でもデータベー
スは提供されますが、格納されたデータを時系列に並べ
て可視化するアプリケーションは用意されておらず、デー
タベースから CSV データを抽出し、Excel で読み込ん
で可視化するといった手間が必要です。さらにデータ可
視化アプリケーションの開発には数十万～数百万円のコ
ストが発生していました。しかし、「ISC」ならデータを
グラフ化する管理ツールがクラウドで提供されており、
直感的な UI で誰でも扱えるので人的リソースやコスト
面でもメリットがあります。さらにコストを抑える目的
であえて通信間隔を 10 分や 5 分、3 分に設定し、セン
サー側のソフトウェアでデータを圧縮するなどの工夫を
することで、「ISC」のコストメリットを享受したままよ
り多くの情報を可視化できるようになりました。

旭光電機株式会社
技術部 担当次長
阿部 豊 氏
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お客様の声

センサーと無線通信するルータ（右）工作機器のパトライトに設置されたセンサー


